
 

平成 29 年８月 10 日 

各 位  

会 社 名  株 式 会 社 ツ ノ ダ 

代 表 者 名  代表取締役社長 角田 重夫 

コード番号   7 3 0 8（ 名 証 第 二 部 ） 

問 合 せ 先  取締役 ES 部ジェネラルマネージャー 渡邉 雅樹  

（ TEL： 0568-72-2331） 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 
当社は、平成 29 年８月 10 日開催の取締役会において、下記のとおり、平成 29 年６月 30 日を基

準日とする剰余金の配当を行うことについて決議いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、本件は平成 29 年９月 28 日開催予定の当社第 81 期定時株主総会に付議する予定です。 

 

記 

１．配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（平成28年８月24日公表） 

前期実績 

（平成28年６月期） 

基 準 日 平成29年６月30日 同左 平成28年６月30日 

１株当たり配当金 
110円00銭 

（普通配当 110円00銭） 

100円00銭 

（普通配当 100円00銭） 

10円00銭 

（普通配当 10円00銭） 

配 当 金 の 総 額 49百万円 － 44百万円 

効 力 発 生 日 平成29年９月29日 － 平成28年９月29日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

（注）平成29年１月１日付で、普通株式10株を１株とする株式併合を行っております。前期実績（平

成28年６月期）の１株当たり配当金は、当該株式併合前の実際の配当額を記載しておりますが、

当該株式併合を踏まえて換算した場合、前期実績（平成28年６月期）の１株当たり配当金は 

100円00銭となります。 

 

２．理由 

 当社の剰余金の配当については、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の一つと認識して

おり、各期利益の状況、財務体質、将来の事業展開等を総合的に勘案し、企業体質強化のために内部

留保の充実に努めるとともに、株主への安定的かつ継続的な配当を維持することを基本方針としてお

ります。 

上記の方針に基づいて、平成29年６月期の期末配当金につきましては、増配が可能と判断し、当初

公表しておりました１株当たり100円00銭から10円増配し、１株当たり110円00銭とさせていただきた

いと存じます。 

 

 

 

 



 

（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金(円) 

基 準 日 第２四半期末 期末 年間 

当期実績 

（平成29年６月期） 

５円00銭 

（普通配当 ５円00銭） 

110円00銭 

（普通配当 110円00銭） 
－ 

前期実績 

（平成28年６月期） 

５円00銭 

（普通配当 ３円00銭） 

（記念配当 ２円00銭） 

10円00銭 

（普通配当 10円00銭） 

 

15円00銭 

（普通配当 13円00銭） 

（記念配当 ２円00銭） 

（注）平成 29 年１月１日付で、普通株式 10 株を１株とする株式併合を行っております。当期の期末

配当金につきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」

として記載しております。なお、当該株式併合後を踏まえて換算した場合、前期実績（平成 28

年６月期）の１株当たり配当金は 150 円 00 銭、当期（平成 29 年６月期）が 160 円 00 銭となり

ます。   

以 上 


